
市
議
会

だ
よ
り

No.2009 平成24年 (2012年) 8月1日発行
市議会だより No.200

市
議
会

だ
よ
り

安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、
留
意
す
べ

き
事
項
と
し
て
、
安
全
点
検
の
重
要

性
や
安
全
教
育
を
徹
底
す
る
こ
と
を
盛
り
込

み
、
実
際
の
点
検
時
に
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
確

認
で
き
る
よ
う
な
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

通
学
路
の
カ
ラ
ー
ベ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
既

に
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
今

後
も
、
関
係
部
課
や
警
察
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

ど
も
を
望
む
家
庭
へ
の
子
育
て
支
援
と
し

て
、
高
額
な
治
療
費
の
一
部
を
助
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
健

康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
保
健
師
が
、

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
情
報
提
供
を
行
い
、

相
談
体
制
を
整
え
て
い
る
。
不
育
症
検
査
の

精
度
や
標
準
化
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国

に
お
い
て
、
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
市
と
し
て
は
情
報
収
集
を
行
い
、
今

後
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。
不
育
症
治
療
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
の
動
向
も

車
の
無
謀
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が

相
次
い
で
い
る
。
通
学
路
の
安
全

点
検
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
安
全
を
最
優
先

に
、
定
期
的
な
実
施
、
児
童
・
保
護
者
へ
の

安
全
教
育
、
安
全
な
道
路
づ
く
り
の
促
進
等

を
、
通
学
路
に
関
す
る
要
綱
に
新
た
に
盛
り

込
み
、
チ
ェ
ッ
ク
項
目
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
通

学
路
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
歩
道
が
十

分
確
保
で
き
な
い
通
学
路
に
お
い
て
、
路
側

帯
に
緑
色
の
カ
ラ
ー
ベ
ル
ト
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

一般会計補正予算質疑

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
６
月
14
日
と
15

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
６
月
28

日
の
本
会
議
で
、
予
算
の
組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
動
議
は
否
決
さ
れ
、

原
案
を
賛
成
者
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
紙
面
の
都
合

上
、質
疑
の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、

南
館
１
階
情
報
ル
ー
ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
８
月
中
旬
予
定
）

一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑

　

不
育
症
治
療
に
公
費
助
成
を

女
性
が
出
産
で
き
る
期
間
に
は
限
り

が
あ
り
、
不
育
症
は
、
適
切
に
治
療

す
れ
ば
85
％
の
患
者
が
出
産
に
た
ど
り
つ
け

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
不
育
症
患
者
の
相
談

体
制
の
確
立
と
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
子

問

答

問

答
市
内
の
機
械
式
立
体
駐
車
場
で
発
生

し
た
事
故
で
、
市
内
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
車
庫
の
前
に
安
全
柵
を
設
置
し
て

い
る
の
は
71
か
所
、
鎖
で
仕
切
っ
て
い
る
の

は
27
か
所
、
何
も
し
て
い
な
い
の
は
25
か
所

あ
っ
た
。
今
後
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

機
械
式
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

国
の
安
全
基
準
は
定
め
ら
れ
て
い
な

い
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
開
発
者
が
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
建
設
に
お
い
て
、
機
械
式
立
体

駐
車
場
を
導
入
さ
れ
る
場
合
に
は
、
装
置
作

動
中
に
人
が
侵
入
し
な
い
方
式
を
採
用
す
る

か
、
人
の
侵
入
を
検
知
し
て
装
置
が
停
止
す

る
機
能
を
持
つ
方
式
を
採
用
す
る
な
ど
、
安

全
対
策
に
十
分
配
慮
し
た
選
定
を
行
わ
れ
る

よ
う
要
請
を
し
て
い
く
。

問答

　

通
学
路
の
安
全
対
策
を

　

立
体
駐
車
場
の
安
全
対
策
は

　

公　

 

明　

 

党

　
　
　
　
　
　
　

青
木　

順
子　

参
考
に
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

刷
新
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

岩
本　
　

守　
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飼
い
犬
等
避
妊
・
去
勢
手
術
費
の
補

助
制
度
は
、
年
度
内
に
、
犬
・
猫
１

頭
ず
つ
と
い
う
限
度
を
撤
廃
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
猫
と
地
域
住
民
の
共

生
を
め
ざ
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て

は
、
登
録
制
度
も
し
く
は
、
認
証
制
度
を
設

け
て
、
飼
い
主
に
対
し
て
、
モ
ラ
ル
の
向
上

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

避
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助
に
つ
い
て

は
、
実
施
後
10
年
を
経
過
し
て
い
る

た
め
、
府
内
各
市
の
状
況
等
を
調
査
し
、
補

助
対
象
や
額
等
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
地
域
猫
活
動
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
活
動
団
体
等
の
実
態
把
握
を
行
う

と
と
も
に
、
府
の
動
物
愛
護
推
進
員
の
意
見

と
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
検
診
関
連
の
予

算
は
、
何
を
ベ
ー
ス
と
し
て
編
成
し
て
い
る

の
か
。

受
診
率
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
対
象
年
齢
が
現
在
と
は
多
少
異

な
る
が
、
平
成
６
年
に
策
定
し
た
老
人
保
健

福
祉
計
画
の
中
で
30
％
と
設
定
し
て
い
た
。

ま
た
、
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
受

診
率
に
対
し
て
、
将
来
増
え
る
こ
と
を
見
越

し
た
編
成
と
し
て
い
る
た
め
、
実
績
を
ベ
ー

ス
と
し
て
い
る
。

由
民
主
党
・
絆
」
会
派
が
同
時
期
に
発
行
し

た
「
茨
木
市
統
治
機
構
改
革
八
策
」
の
内
容

が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
。

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
市
民
参
加

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
策
定
委
員
会
が
策

定
し
た
も
の
を
、
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し

て
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
庁
内

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
行

政
の
プ
ロ
と
し
て
専
門
的
な
目
線
か
ら
検

討
・
検
証
を
行
っ
て
い
る
。「
茨
木
市
統
治

機
構
改
革
八
策
」
は
そ
れ
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
提
案

を
受
け
れ
ば
、
検
証
し
て
い
く
。

一般会計補正予算質疑

生
活
保
護
の
不
正
受
給
は
絶
対
に
許

さ
な
い
と
い
う
行
政
の
強
い
姿
勢
を

示
す
こ
と
は
、
何
よ
り
も
大
切
と
考
え
る
が
、

不
正
受
給
の
撲
滅
に
つ
い
て
、
現
在
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の

か
。

不
正
受
給
排
除
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
現
在
、
相
談
時
の
制
度

の
説
明
や
申
請
の
受
理
か
ら
決
定
ま
で
の
間

に
お
け
る
調
査
で
、
資
産
・
預
貯
金
な
ど
の

有
無
、
援
助
の
可
能
性
、
家
庭
訪
問
等
に
よ

る
生
活
状
況
の
把
握
な
ど
を
行
い
、
決
定
後

も
継
続
的
に
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
、
不
正
受
給
な
ど
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
調
査
を

す
る
調
査
員
を
設
置
し
、
不
正
受
給
の
抑
止

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問答
市
長
が
選
挙
時
に
策
定
し
た
119
項
目

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、本
市
の
「
自

問

答

各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
か
な
り

低
い
と
感
じ
る
が
、
検
診
を
開
始
し

た
当
初
は
、
ど
の
く
ら
い
の
受
診
率
を
目
標

問

答 問

答

阪
急
茨
木
市
駅
周
辺
の
再
整
備
に
つ

い
て
、
平
成
22
年
度
に
駅
周
辺
地
域

の
再
整
備
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ

の
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
に
開
発
を
進
め
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
工
程
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。平

成
22
年
度
に
行
っ
た
調
査
に
よ

り
、
現
状
把
握
と
課
題
整
理
を
行
っ

問答

　

生
保
不
正
受
給
の
徹
底
排
除
を

　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
範
囲
は

　

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
を

　

地
域
猫
へ
の
支
援
は

　

阪
急
茨
木
市
駅
の
再
整
備
を

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
を
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

　

自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　

福
丸　

孝
之　

　

日 

本 

共 

産 

党

　
　
　
　
　
　

阿
字
地　

洋
子　

　

維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　

滝
ノ
上　

万
記　

　

民 

主 

み 

ら 

い

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

総
司　

　

自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　

上
田　

嘉
夫　
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て
い
る
が
、
駅
前
再
整
備
に
重
要
な
市
街
地

改
造
ビ
ル
の
今
後
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
の

見
込
み
な
ど
が
不
透
明
で
あ
る
一
方
で
、
立

命
館
大
学
進
出
と
い
う
新
た
な
要
素
も
生
ま

れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
調
査
で
は
具
体
的
な

整
備
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
大
学
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
な
ど
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
融
合
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
総
合
的
な
検
討
を
早
期
に
着
手
し
て

い
き
た
い
。

市
単
独
の
補
助
金
の
総
額
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
約

５
億
２
千
800
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
全
市
的
な
見
直
し
に

あ
わ
せ
て
、
私
立
保
育
園
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
事
業
補
助
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
、
そ
の
見
直
し
の
中
で
、
公
立

保
育
所
の
運
営
も
含
め
、
対
数
配
置
な
ど
の

懸
案
事
項
も
検
討
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
勘

案
し
た
制
度
設
計
を
行
い
、
よ
り
充
実
し
た

保
育
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

一般会計補正予算質疑

災
害
発
生
時
、
特
に
支
援
が
必
要
な

要
援
護
者
と
し
て
、
妊
産
婦
や
乳
幼

児
も
加
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
向
け
の
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
に
つ

い
て
は
、
手
軽
に
持
ち
歩
け
る
も
の
な
ど
、

日
頃
か
ら
親
し
め
る
よ
う
に
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

妊
産
婦
、
乳
幼
児
は
心
身
の
特
性
上
、

要
援
護
者
と
し
て
、
配
慮
し
な
が
ら

支
援
活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
地
域
防
災
計
画
の

決
定
に
あ
わ
せ
て
、
関
係
機
関
等
と
協
議
し

な
が
ら
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
等
の
災
害
弱
者

世
帯
を
対
象
と
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

検
討
し
て
い
く
。

問答

保
育
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
私

立
保
育
園
へ
の
市
単
独
の
補
助
金
総

額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
運
営
加
算
金
な
ど

の
運
営
補
助
で
は
な
く
、
１
歳
児
の
対
数
配

置
へ
の
補
助
な
ど
、
事
業
に
対
す
る
補
助
に

切
り
替
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、

公
立
・
私
立
間
の
保
護
者
負
担
の
差
な
ど
も

踏
ま
え
た
、
公
立
保
育
所
の
あ
り
方
も
含
め

て
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

答

　本会議、委員会は、所定の受付簿に住所・氏名を
記入するだけで傍聴できます。
　なお、子ども連れでも安心して本会議を傍聴でき
るよう「特別傍聴室」を設置していますので、ご利
用ください。

議会を傍聴しませんか

　

妊
産
婦
等
を
要
援
護
者
に

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
を

災
害
時
に
大
き
な
威
力
を
発
揮
す

る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
有

事
の
際
に
支
援
物
資
の
配
給
や
被
災
状
況
の

把
握
、
義
援
金
等
の
交
付
、
仮
設
住
宅
の
入

退
去
情
報
、
罹
災
証
明
の
発
行
な
ど
、
災
害

関
連
業
務
を
行
う
上
で
、
特
に
効
果
的
で
あ

問

　

維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　

大
野　

幾
子　

　

刷
新
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

小
林　

美
智
子　

　

公　

 

明　

 

党

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

泰
典　
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う
か
。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
学
生
の
参
画
は
、

本
市
の
活
性
化
と
魅
力
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
、
大
学
、

市
民
、
商
業
者
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
地
域
と
大
学
が
一
体
と
な
る
よ
う
な

※当初予算額（74,080,000 千円）と補正予算第１号を合計した額

　 会 計 区 分 　 当初予算額 ６ 月 補 正
予 算 額 合 計

　 一 般 会 計 　 （※）74,092,603 3,130,065 77,222,668

　 特 別 会 計 　 57,105,027 454,432 57,559,459

特
別
会
計
内
訳

財 産 区 会 計 5,590,580 15,222 5,605,802

国民健康保険事業会計  27,897,217 ─　 27,897,217

後期高齢者医療事業会計 2,910,830 ─　 2,910,830

介 護 保 険 事 業 会 計 12,977,400 ─　 12,977,400

公 共下水道事業会計 7,729,000 439,210 8,168,210

　　 水 道 事 業 会 計　　 8,099,602 ─　 8,099,602

　 合 　 　 　 計 　 139,297,232 3,584,497 142,881,729

平成24年度補正予算を可決

（単位：千円）

一般会計補正予算質疑

脳
・
心
臓
疾
患
の
２
次
救
急
医
療
体

制
に
つ
い
て
、
市
外
搬
送
の
割
合
は

増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
現
状
に
対
す
る
認

識
と
改
善
・
整
備
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
医
師
や
看
護

師
の
人
員
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、

救
急
医
療
機
関
へ
の
助
成
金
な
ど
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

脳
、
心
臓
疾
患
に
対
応
で
き
る
２
次

救
急
病
院
が
、
市
内
で
は
手
薄
で
あ

る
こ
と
が
市
外
搬
送
の
増
加
の
要
因
と
認
識

し
て
い
る
が
、
三
島
２
次
医
療
圏
と
し
て
は
、

ほ
ぼ
対
応
で
き
て
い
る
。
医
療
機
関
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
三
島
圏
域
３
市
１
町
（
茨

木
市
、
高
槻
市
、
摂
津
市
、
島
本
町
）
で
十

分
な
医
療
体
制
を
敷
い
て
、
そ
の
中
で
命
を

問答

立
命
館
大
学
の
進
出
は
、
単
に
経
済

的
効
果
の
み
を
期
待
す
る
の
で
は
な

く
、
学
生
を
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
さ
せ
、
地

域
活
性
化
や
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
取
り
組
み
は
、
産
・
官
・

学
に
加
え
て
、「
民
」
と
し
て
地
域
商
業
者

等
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
ど

問

答

　

ま
ち
づ
く
り
に
学
生
の
参
画
を

　

救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
費
用
対
効
果
も
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　平成 24年度 6月補正予算が 6月定例
会で可決されました。
　予算総額 1,428 億 8,172 万９千円で、
一般会計は、772億 2,266 万８千円にな
りました。

る
。
三
連
動
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る

中
で
、
本
市
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
導

入
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
大
阪
府

が
中
心
と
な
っ
て
各
市
の
情
報
を

一
括
保
管
し
、
災
害
発
生
時
に
住
民
情
報
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
も
備
え
た
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
始
め
て
お
り
、
平
成
25
年
１
月
か
ら

供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

府
と
調
整
を
し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

行
っ
て
い
く
。

答

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
産
・
官
・

学
・
民
の
協
調
の
た
め
に
は
、
関
係
団
体
等

と
の
密
接
な
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
庁
内
体
制
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
大
学

の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

【 予 算 額 一 覧 表 】

　

自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　

中
内　

清
孝　

　

民 

主 

み 

ら 

い

　
　
　
　
　
　
　

石
井　
　

強　
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会派・議員名

件　　　名

公明党 自由民主党・絆 民主みらい 刷新市民
フォーラム

維新の会・
みんなの茨木 日本共産党

結
　
果

青
木
　
順
子

篠
原

　
一
代

松
本
　
泰
典

坂
口

　
康
博

河
本

　
光
宏

村
井
　
恒
雄

大
島

　
一
夫

上
田
　
光
夫

下
野

　
　
巖

福
丸
　
孝
之

上
田

　
嘉
夫

中
内

　
清
孝

大
谷

　
敏
子

安
孫
子
浩
子

友
次

　
通
憲

石
井

　
　
強

田
中

　
総
司

岩
本
　
　
守

小
林
美
智
子

辰
見
　
　
登

羽
東

　
　
孝

大
野
　
幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

滝
ノ
上
万
記

山
本
　
隆
俊

朝
田

　
　
充

畑
中
　
　
剛

阿
字
地
洋
子

条
　
例

茨木市非常勤職員の報酬等に関する
条例の一部改正について 可決

一般職の職員の給与に関する条例及
び茨木市職員管理職手当に関する条
例の一部改正について

退 退 可決

茨木市立幼稚園条例の一部改正につ
いて 可決

住民基本台帳法の一部を改正する法
律等の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例の制定について

可決

茨木市景観条例の制定について 可決

特別職の職員等の退職手当に関する
条例の一部改正について 可決

平
成
24
年
度

補
正
予
算

平成 24 年度大阪府茨木市一般会計
補正予算（第２号）【組み替え動議】 否決

平成 24 年度大阪府茨木市一般会計
補正予算（第２号）【原案】 可決

平成 24 年度大阪府茨木市財産区特
別会計補正予算（第１号） 可決

平成 24 年度大阪府茨木市公共下水
道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

工
事
請
負
契
約
ほ
か

工事請負契約締結について（三島小
学校中棟校舎耐震補強ほか工事） 可決

動産（消防救急デジタル無線）取得
について 可決

工事請負契約締結について（茨木松ヶ
本線道路新設工事） 可決

人
事
案
件

茨木市公平委員会委員選任につき同
意を求めることについて
【山下　幸雄氏】

同意

茨木市副市長選任につき同意を求め
ることについて【柴﨑　啓二氏】 退 退 退 同意

議
員
提
出
議
案

茨木市議会議員定数条例の一部改正
について【４人削減】 否決

茨木市議会議員定数条例の一部改正
について【２人削減】 可決

茨木市議会議員の議員報酬等に関す
る条例の一部改正について
【20％減額】

否決

茨木市議会議員の議員報酬等に関す
る条例の一部改正について
【10％減額】

可決

※議長（民主みらい：中村　信彦議員）は採決に加わりません。　○：賛成、×：反対、－：欠席、退：退席
※６月定例会の議案（意見書を含む）内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、６月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでもご覧いただけます。

６月定例会議決結果
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会派・議員名

件　　　名

※各件名は採決順に掲載しています。




